
 入学・進級おめでとう！！ 

令和６年４月から、田尻町立中学校の校長として赴任致しました

池本勝利です。田尻町立小学校でも、皆さんの校長として共に過ご

しました。皆さんと再会し、大きく成長した姿を見て感動しています。 

「素直で、優しい、頑張り屋さん」というのが、私から見た皆さんの印

象でした。それは、今も変わりありません。これからも皆さんが持って

いる良さを大切にしてほしいと願っています。田尻町立中学校で、皆

さんが安心して過ごせるよう、校長として精一杯がんばります。どう

ぞよろしくお願いします。 

 

さて、校庭の桜が、新しい１年生の入学を待ってくれていたかのよ

うに美しく咲く中で、４月４日（木）に７０名の新１年生が入学しまし

た。入学式では、厳粛な雰囲気の中、どの生徒も緊張しながら、中

学校入学の喜びと田尻町立中学校の１年生として頑張ろうとする気

持ちが見られました。そして、その決意を代表の岡久翔太さんが、

「入学の言葉」として立派に宣言してくれました。在校生代表の徳井

美咲さんは、授業や行事の取り組みを通してクラスが団結していく

達成感や、友達はだれ一人欠かせない存在であることを、自身の体

験を交えて教えてくれました。私はとても嬉しく思いました。保護者の

皆さまにとっても感慨深いものになったと思います。 

 

１年生には、入学式で「勉学に励むこと」「自分の決めたことに修

練すること」「友だちを大切にすること」の３つを大事にして３年間を

過ごしてほしいと話しました。中学校入学というのは大きな節目で

す。まずは、将来の夢や目標を持ち、その実現に向けて、中学校での

学習、学校行事、部活動、生徒会活動などに全力で取り組んでほし

いと願っています。 

 

そして、４月８日（月）に、生徒数２２７名、教職員数４３名の学校と

して、全校生徒が一堂にそろい令和６年度１学期の始業式を行いま

した。その式の中で、大切にしてほしい２つの言葉を伝えました。１つ

目は、「継続は力なり！」です。日々の学習にしても、クラブ活動や習

い事にしても、毎日毎日、継続してやり続けることで、必ず結果とな

って現れます。その結果が目に見えて現れるまで、辛抱強くやり抜い

てほしいということです。私が、教員になろうと思ったのは、中学生の

時に、誠実に取り組み努力していたことが、先生や友だちから評価

してもらえたからです。学校というところは、がんばったら、報われる

ところです。言い換えると一人一人の人権が守られているところとも

言えます。だからこそ、この３年間を大切にして頑張ってほしいです。 

 

２つ目は、「一人はみんなのために、みんなは一人のために！」とい

う言葉です。学校は集団生活しているところで、仲間と共に学んでい

ます。全ての人にとって安心できる学校になるためには、生徒一人一

人が、みんなのためを考えて暮らしてほしいと願っています。その代

わり、たった一人でも困っている人がいれば、みんなで助けます。み

んなで守ります。 

 

みなさんが頑張る様子を見るのを楽しみにしています。自分らし

く、自分の得意なことを中心にして、日々努力してください。特に、３

年生は中学校生活最後の 1年です。今すべきことを精一杯やってく

ださい。みなさんが希望する進路に進めるように、全教職員が一丸

となって頑張ります。よろしくお願い致します。 

（校長  池本 勝利） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の職員を紹介します 

校 長 池本 勝利 教 頭 横井 武志 

首席・生徒指導 秋山 智宏 教務主任・生徒支援 Co. 西浦 奈々 

１
年 

学年代表 草竹 智史 理 科 

Ａ組担任 中野 哲志 社 会 

Ｂ組担任 清水志都香 家 庭 

Ｃ組担任 宇都宮 希典 国 語 

副担任 西浦 奈々 保健体育 

副担任 森田 夏規 英 語 

支援担任 大木 信幸 技 術 

副担任 裏橋 慶一 数 学 

２
年 

学年代表 秋山 智宏 保健体育 

Ａ組担任 石橋 湧太 社 会 

Ｂ組担任 山下 日南 数 学 

Ｃ組担任 井谷 光司 英 語 

副担任 阿波屋 景子 保健体育 

副担任 川楠 優衣 国 語 

支援担任 川口 誉人 理 科 

３
年 

学年代表 舟尾 宣亮 社 会 

Ａ組担任 北條 哲也 英 語 

Ｂ組担任 久納 龍樹 国 語 

Ｃ組担任 髙木 優太郎 理 科 

副担任・通級 谷口 順子 支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

副担任 南川 真美 数 学 

副担任 山本 裕真 保健体育 

支援担任 延生 律子 美術 

非常勤講師 塩見 正明 音楽 
教員補助員 

射手矢 忠 

栄養教諭 市政 雅美 井原 正雄 

養護教諭 
清水えりか 

支援教育支援員 

石谷 直美 

安川 志乃 板垣 華子 

ＡＬＴ ｱﾙｶﾗﾌ･ﾑｽﾀﾌｧ 谷山あゆみ 

事務 髙野 太樹 
校務員 

新留 公子 

図書司書 石川 智子 宮内 明子 

Ｓ Ｃ 牧 郁子 ＳＳＷ 高島 律子 
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田尻中学校を去られた先生方 

本年度９名の先生方が本校を去られました。お世話になっ

た先生方です。今までありがとうございました。 

織田容子 校長先生 籠谷昌義 先生 

藤崎由佳 先生 臼井 駿 先生 

安田七夏 先生 定 俊克 先生 

前野華凜 先生 岩中春奈 先生 

陳 燕娟 先生  

 

 

新たに来られた先生方  

本年度新たに８名の先生が来られました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

池本  勝利 校長先生 大木 信幸 先生 

井谷  光司 先生 清水 志都香 先生 

宇都宮 希典 先生 川口 誉人 先生 

森田  夏規 先生 塩見 正明 先生 

 

SC(ｽｸ-ﾙｶｳﾝｾﾗ-)・SSW(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)について 

 本年度も，田尻中学校は SCや SSW といった専門家と連携し

ながら教育活動を進めてまいります。 

⚫ SC（牧 郁子さん） 

毎週火曜日に来校します。学習面や友達の事，お子様の事

などで相談を希望する生徒・保護者の方はご利用下さい。 

また，授業や休憩時間に校内を

回ることもあります。気軽に声をか

けてください。相談をご希望の方

は，教職員にご連絡下さい。 

 

⚫ SSW（高島 律子さん） 

子育て等に関する相談を受け

付け，適切なアドバイスを受けたり，より効果的な助言を得る

ために，専門家や関係機関につなげる方です。教職員にご相

談下さい。 

PTAより 

今年度も PTA活動にご協力をお願いいたします。本日，学級

委員投票用紙をお配りしました。４月１２㈮までに学校へご提出願

います。 

今後の予定 

４/８㈪ 始業式（給食なし） 

４/９㈫ 離任式 ※8：45登校 午前中授業（給食なし） 

４/１０㈬ 給食開始 ※エプロンの準備お願いします。 

４/１２㈮ PTA指名委員会（１８：３０ 町教育センター） 

４/１５㈪ 全校集会 部活動体験開始（～２２㈪） 

４/１６㈫ 【３年生】全国学力学習状況調査（オンライン質問） 

【2年生】内科検診 

４/１７㈬ 【３年生】内科検診 

４/１８㈫ 【３年生】全国学力学習状況調査（国・数） 

【１年生】内科検診 

４/２３㈫ 家庭訪問（～２６㈮）  

2３㈫吉見 ２４㈬嘉祥寺 ２５㈭りんくう 26㈮予備日 

４/２５㈭ 尿検査（～２６㈬） 

４/２６㈮ PTA新旧全委員会（１８：３０ 町教育センター） 

桜が持つ美しさと力強さに学ぶ 

 新年度を迎え，心を新たにされていることと存じます。 

校庭を見渡すと，桜の花が非常にタイミングよく咲き誇って

います。今年は 4 月に入っても肌寒い時期や雨が続きまし

た。しかし，入学式・始業式に合わせるかの如く見事に私た

ちを出迎えてくれました。 

 

人間の心をつかむ花々。今回はこの自然がもつ力から少し

考えてみたいと思います。 

桜が咲く条件は，以下の通りです。 

⚫ 朝晩は寒くても日中の気温が１５～２０℃になる。 

⚫ 冬の寒さにしっかりさらされることが必要。2月上旬の低温

が持続し，下旬から春にかけての急速な気温上昇が開花を

加速させる。 

花の芽は開花前年の夏にはできており，生長しないように休眠状

態に入って年を越し，春を待つそうです。桜は春に開花するとほんの

数日で散ってしまい，その後，葉桜として私たちを楽しませた後，夏

の猛暑や大雨，やそして台風冬の厳しい寒さにも耐えながらじっと

次の春を待っているのです。 

 

調べてみて改めて桜を見ました。今までより，どっしりと

たたずむ桜の姿に驚かされました。屋根もない青空の下で春

を待ち，1 年の中では一瞬ともいえるこの時期だけに花を咲

かせ私たちの心を楽しませる…。 

 

私たち人間に「目標を叶えるためのあるべき姿」を間近で

見せてくれていることに気付かされます。私は，時に生徒た

ちと桜の花びらや落ち葉の清掃をするのですが，冬ともなる

と落ち葉の量の多さに困ることもあります。そんな心さえも

見抜かれている気がします。 

 

また，葉を落とした後の枝だけの桜は，気温や季節の変わ

り目を見極めているアンテナやセンサーの様に見えます。ま

さに「春という情報の送受信」を行なっているのではないで

しょうか。近年は急激な気温の変化が多く見られます。そん

な中でも徐々に季節の変わり目を着実に感じ取って，自ら

「春の訪れ」を発信する。私たちも周囲の状況や空気，そし

て人の表情や声色から相手の心情をくみ取ろうとするアンテ

ナやセンサーを磨きたいものです。 

 

美しさと力強さを合わせ持つ

桜に改めて感動し，貴重な桜の

花々を目に焼き付けましょう。 

（教頭  横井武志） 


